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事業の概要

 ○エネルギーの有効利用 
 ・太陽光、太陽熱、風力、地熱等の 

自然エネルギーの有効利用 等 

○エネルギーの使用を効率化するシステムの導入 
 ・エネルギー消費量の見える化 等 

○地域特性に応じた取り組み

○エネルギーの有効利用 
 ・太陽光、太陽熱、風力、地熱等の 

自然エネルギーの有効利用 等 

○エネルギーの使用を効率化するシステムの導入 
 ・エネルギー消費量の見える化 等 

○地域特性に応じた取り組み
○高効率な熱源システムの導入 
 ・複数建築物間の熱融通 
 ・燃料電池システムの導入  等 

○地域特性に応じた取り組み
 ・気候風土を活かした設計手法 等 

○建設・解体時等における省 CO2 化 
 ・国産材・天然乾燥木材の利用 等 

○高効率な熱源システムの導入 
 ・複数建築物間の熱融通 
 ・燃料電池システムの導入  等 

○地域特性に応じた取り組み
 ・気候風土を活かした設計手法 等 

○建設・解体時等における省 CO2 化 
 ・国産材・天然乾燥木材の利用 等 
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評価の実施体制

• (独)建築研究所は学識経験者からなる住宅・建築
物省CO 先導事業評価委員会を設置し 民間事業物省CO2先導事業評価委員会を設置し、民間事業
者等からの応募提案の評価を実施した。

• 評価委員会及び専門委員会において書面審査・ヒ
アリング審査等の綿密な検討を実施し、プロジェクト
の先導性として、提案内容の先端性・先進性、波及
性・普及性の両面からの評価を行い、省CO2を志向

する住宅・建築物の先導的な事業として適切だと評
価されるものを選定した。
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省CO2技術の採択件数の推移

• 総採択プロジェクト数： 132件

建築物
一般（中小規模）

住宅
建築物

一般（中小規模）
住宅

第1回 4件 4件 1件 - 1件 - 10件

種類 新築 改修

建物種別
合計

成 年度

マネジメント 技術の検証

第2回 5件 4件 1件 - 1件 - 11件

第1回 ８件 2件 - - 1件 1件 16件

第2回 9件 5件 - 1件 - 2件 17件

平成20年度

平成21年度

第1回 5件（3件） 3件 1件 1件 1件 - 14件

第2回 4件（4件） 3件 1件 - 1件 1件 14件

第1回 2件（3件） 4件 2件 - 1件 1件 13件

平成22年度

第2回 5件（1件） 4件 - - 2件 - 12件

第1回 5件（3件） 5件 - 1件 - 1件 15件

第2回 3件（1件） 2件 - 2件 2件 - 10件
平成24年度

平成23年度

非住宅建築物のプロジェクト 計75件に対して
提案技術の分類と変遷をまとめた
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提案技術の分類と変遷をまとめた



非住宅建築物における省CO2技術の分類
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省CO2技術の組合せの例

高効率照明器具 ＋ 各種照明制御手法 見える化 ＋ 通風利用高効率照明器具 ＋ 各種照明制御手法

２線式Ｔ／Ｆｌ 信号線２線式Ｔ／Ｆｌ 信号線

新型LED照明器具 スマート制御システム

T H外界条件よ り
本 日の 積 算 電 力 量

発 電 電 力 　 　 　8 .3 kWh

日射 強 度

0 .8 7 kW /m 2

本 日の 積 算 電 力 量

発 電 電 力 　 　 　8 .3 kWh

日射 強 度

0 .8 7 kW /m 2

窓開けナビと効果窓開けナビと効果

見える化 ＋ 通風利用

• 明るさセンサー制御

• 人感センサー制御

壁スイッチ

明るさセンサ 明るさセンサ

２０Ａ電源回路

２線式Ｔ／Ｆｌｅｃｓ信号線

壁スイッチ

明るさセンサ 明るさセンサ

２０Ａ電源回路

２線式Ｔ／Ｆｌｅｃｓ信号線

＋

• タイマー制御

• 昼光利用制御

T H外界条件よ り
階段室上部
ダ ン パ開閉

13F

商用電 源
太陽電池発電電 力

P V 発 電 電 流 1 1 .2 A

P V 発 電 電 圧 　2 1 5 .0 A

P V 発 電 電 力 2 .8 A

イ ン バータ ー 出 力 電 力

2 .5 k W

今ま で の 総 発 電 電 力 量

発 電 電 力 量 　 　5 4 9 7 kWh

外 気 温 度

2 1 .5 ℃

削 減

－ ～

商用電 源
太陽電池発電電 力

P V 発 電 電 流 1 1 .2 A

P V 発 電 電 圧 　2 1 5 .0 A

P V 発 電 電 力 2 .8 A

イ ン バータ ー 出 力 電 力

2 .5 k W

今ま で の 総 発 電 電 力 量

発 電 電 力 量 　 　5 4 9 7 kWh

外 気 温 度

2 1 .5 ℃

削 減

－ ～

自然換気省ＣＯ２活動のめやす

省ＣＯ２効果

○○㎏

１３Ｆ

階段

断面 ２Ｆ

自然換気省ＣＯ２活動のめやす

省ＣＯ２効果

○○㎏

１３Ｆ

階段

断面 ２Ｆ• 人感センサ 制御 • 昼光利用制御

※現在開発中

ユーザーＰＣ

階段

負荷

C O 2 削 減 量

1 .5 8 k g・ C

負荷

C O 2 削 減 量

1 .5 8 k g・ C

：窓閉

：窓開

断面

平面

２Ｆ

階段
：窓閉

：窓開

断面

平面

２Ｆ

階段

ユ ザ ＰＣ

デ プ イ

2F 窓開けナビと効果見える化

BEM S ディス プ レ イ
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省CO2技術を取り入れた中小規模の建築物の増加

○一般部門，●中小規模建築部門（延べ面積が概ね5000 ㎡以下、最大で10000㎡未満）

冷房 井水：18℃

○ 般部門，●中小規模建築部門（延 面積が概ね5000 ㎡以下、最大で10000㎡未満）

トイレ洗浄水 

緑化散水

井水放射冷房 

エアバリア

庇

天井：20℃
ブラインド

井水
：23℃

排熱

井水熱源 

ヒートポンプ

低温再生型

緑化散水 

床染出し空調

リ

＋ 

遮熱塗装ブラインド 
床：23℃ 

ブラインド

：30℃ 室温：28℃
排熱

温水
冷水

50℃ 12℃

トップライト 
水膜 

低温再生型

デシカント空調 

揚水井戸

  

還元井戸

井水：16℃ 
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揚水井戸 還元井戸



建築面における取り組みの変遷
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設備面における取り組みの変遷
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マネジメントにおける取り組みの変遷
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まとめ

• 省CO2技術の組合せにより相乗効果を狙う提案の
増加増加

• 省CO2技術を取り入れた中小規模の建築物の増加

さらにさらに

– 非常時におけるエネルギー源の確保

– 地域防災や事業継続性と省CO2の両立地域防災や事業継続性と省CO2の両立

– エネルギーの面的融通

を目指す提案も増加傾向であるを目指す提案も増加傾向である
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